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(57)【要約】
【課題】診断効率を向上させることができる超音波診断
装置及び超音波診断装置の設定方法を提供する。
【解決手段】実施形態に係る超音波診断装置１は、被検
者の超音波画像を取得する超音波撮影部３と、被検者の
人体情報を取得する人体情報取得部２ａと、その人体情
報取得部２ａにより取得された人体情報を用いて被検者
の疾患を推定する疾患推定部２ｆと、その疾患推定部２
ｆにより推定された疾患に応じて超音波撮影部３の撮影
条件の設定情報を決定する設定情報決定部２ｈと、その
設定情報決定部２ｈにより決定された設定情報を用いて
超音波撮影部３の設定を行う設定部１８とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者の超音波画像を取得する超音波撮影部と、
　前記被検者の人体情報を取得する人体情報取得部と、
　前記人体情報取得部により取得された前記人体情報を用いて前記被検者の疾患を推定す
る疾患推定部と、
　前記疾患推定部により推定された前記疾患に応じて前記超音波撮影部の撮影条件の設定
情報を決定する設定情報決定部と、
　前記設定情報決定部により決定された前記設定情報を用いて前記超音波撮影部の設定を
行う設定部と、
を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記人体情報は、前記被検者の体位情報であることを特徴とする請求項１に記載の超音
波診断装置。
【請求項３】
　前記疾患を推定するための検査情報を保持する検査情報保持部をさらに備え、
　前記疾患推定部は、前記検査情報保持部により保持された前記検査情報に基づき、前記
人体情報取得部により取得された前記人体情報を用いて前記疾患を推定することを特徴と
する請求項１又は請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　検査者の音声情報を取得する音声情報取得部をさらに備え、
　前記検査情報保持部は、前記検査情報を複数保持しており、
　前記疾患推定部は、前記音声情報取得部により取得された前記音声情報を用いて、前記
検査情報保持部により保持された複数の前記検査情報から前記検査情報を選択して用いる
ことを特徴とする請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記人体情報は、前記被検者の体型情報を含んでおり、
　前記設定情報決定部は、前記人体情報取得部により取得された前記人体情報に含まれる
前記体型情報を用いて前記設定情報を調整することを特徴とする請求項１乃至請求項４の
いずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記設定情報は、前記超音波撮影部の動作モードであることを特徴とする請求項１乃至
請求項５のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記設定情報は、前記超音波撮影部のゲイン、フォーカス及びエコーレベルの全て又は
いずれかの値であることを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載の超音
波診断装置。
【請求項８】
　被検者の人体情報を取得する工程と、
　取得した前記人体情報を用いて前記被検者の疾患を推定する工程と、
　推定した前記疾患に応じて、前記被検者の超音波画像を取得する超音波撮影部の撮影条
件の設定情報を決定する工程と、
　決定した前記設定情報を用いて前記超音波撮影部の設定を行う工程と、
を有することを特徴とする超音波診断装置の設定方法。
【請求項９】
　前記人体情報は、前記被検者の体位情報であることを特徴とする請求項８に記載の超音
波診断装置の設定方法。
【請求項１０】
　前記疾患を推定するための検査情報を保持する工程をさらに有し、
　前記疾患を推定する工程では、保持した前記検査情報に基づき、取得した前記人体情報
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を用いて前記疾患を推定することを特徴とする請求項８又は請求項９に記載の超音波診断
装置の設定方法。
【請求項１１】
　検査者の音声情報を取得する工程をさらに有し、
　前記検査情報を保持する工程では、前記検査情報を複数保持し、
　前記疾患を推定する工程では、取得した前記音声情報を用いて、保持した複数の前記検
査情報から前記検査情報を選択して用いることを特徴とする請求項１０に記載の超音波診
断装置の設定方法。
【請求項１２】
　前記人体情報は、前記被検者の体型情報を含んでおり、
　前記設定情報を決定する工程では、取得した前記人体情報に含まれる前記体型情報を用
いて前記設定情報を調整することを特徴とする請求項８乃至請求項１１のいずれか一項に
記載の超音波診断装置の設定方法。
【請求項１３】
　前記設定情報は、前記超音波撮影部の動作モードであることを特徴とする請求項８乃至
請求項１２のいずれか一項に記載の超音波診断装置の設定方法。
【請求項１４】
　前記設定情報は、前記超音波撮影部のゲイン、フォーカス及びエコーレベルの全て又は
いずれかの値であることを特徴とする請求項８乃至請求項１３のいずれか一項に記載の超
音波診断装置の設定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置及び超音波診断装置の設定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、超音波診断装置の小型軽量化や低価格化が進んでおり、病院や接骨院などの施設
に超音波診断装置が急速に普及することが期待されている。この超音波診断装置は、超音
波プローブにより被検者内を超音波で走査して被検者内からの反射波を受信し、その反射
波の強度分布に基づいて被検者の内部状態を超音波画像として画像化する装置である。
【０００３】
　通常、病院などにおいて、医師などの検査者は、怪我や病気などの診断のため、被検者
に対して問診や視診、触診などの初期診断を行い、その後、超音波診断装置により被検者
の超音波画像を撮影し、その画像に基づく確定診断を行っている。また、最近では、接骨
院などにおいても、画像を用いた診断や治療説明などの要望があり、初期診断後に超音波
診断装置を用いて確定診断を行うケースが増えてきている。
【０００４】
　しかしながら、問診や視診、触診による初期診断では、検査者の経験や技量に頼るとこ
ろが大きく、検査者による疾患の推定に時間がかかる場合があり、診断効率が低下してい
る。さらに、その疾患の場所などに応じて超音波診断装置の撮影条件の設定（例えば、動
作モード、ゲイン、フォーカス又はエコーレベルなどの設定）を行うため、初期診断から
確定診断への移行を円滑に行うことが難しく、その設定作業中に被検者を待たせることに
なり、診断効率が低下している。このようなことから、診断効率の向上が求められている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－１２９８８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、診断効率を向上させることができる超音波診断装置
及び超音波診断装置の設定方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態に係る超音波診断装置は、被検者の超音波画像を取得する超音波撮影部と、被
検者の人体情報を取得する人体情報取得部と、人体情報取得部により取得された人体情報
を用いて被検者の疾患を推定する疾患推定部と、疾患推定部により推定された疾患に応じ
て超音波撮影部の撮影条件の設定情報を決定する設定情報決定部と、設定情報決定部によ
り決定された設定情報を用いて超音波撮影部の設定を行う設定部とを備える。
【０００８】
　実施形態に係る超音波診断装置の設定方法は、被検者の人体情報を取得する工程と、取
得した人体情報を用いて被検者の疾患を推定する工程と、推定した疾患に応じて、被検者
の超音波画像を取得する超音波撮影部の撮影条件の設定情報を決定する工程と、決定した
設定情報を用いて超音波撮影部の設定を行う工程とを有する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の一形態に係る超音波診断装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】実施の一形態に係る検査情報テーブルを説明するための説明図である。
【図３】実施の一形態に係るドロップアームテストを説明するための説明図である。
【図４】実施の一形態に係るシモンズテストを説明するための説明図である。
【図５】実施の一形態に係るアレンテストを説明するための説明図である。
【図６】実施の一形態に係る末梢循環不全テストを説明するための説明図である。
【図７】実施の一形態に係る設定情報テーブルを説明するための説明図である。
【図８】実施の一形態に係る超音波診断装置の診断処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　実施の一形態について図面を参照して説明する。
【００１１】
　図１に示すように、実施の一形態に係る超音波診断装置１は、被検者に対して初期診断
を行う初期診断部２と、初期診断後に確定診断を行うための超音波画像を撮影する超音波
撮影部３とを備えている。
【００１２】
　初期診断部２は、被検者の人体情報を取得する人体情報取得部２ａと、被検者や検査者
の音声情報を取得する音声情報取得部２ｂと、人体情報を保持する人体情報保持部２ｃと
、音声情報を保持する音声情報保持部２ｄと、検査情報を保持する検査情報保持部２ｅと
、被検者の疾患を推定する疾患推定部２ｆと、超音波撮影部３の撮影条件（超音波撮影条
件）の設定情報を保持する設定情報保持部２ｇと、撮影条件の設定情報を決定する設定情
報決定部２ｈと、その撮影条件の設定情報を超音波撮影部３に送信する送信部２ｉとを備
えている。
【００１３】
　人体情報取得部２ａは、カメラやセンサなどを用いて被検者の人体情報を取得する。人
体情報としては、例えば、関節情報（骨格情報）や動作情報、色情報、体型情報などがあ
る。関節情報は、カメラによって人体を撮影し、撮影した画像から人体の各部位の三次元
位置情報を取得することで得られる。また、動作情報は、カメラやセンサによって物体や
人体の動きを検出することで得られる。これらの関節情報や動作情報は人体の体位情報と
して機能する。色情報は、カメラ（ＲＧＢカメラ）によって人体を撮影し、撮影した画像
（ピクセル情報）から得られる。体型情報は、カメラによって人体を撮影し、撮影した画
像を画像処理することで得られる。
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【００１４】
　なお、人体情報取得部２ａは、被検者や検査者などの人体に関する人体情報を三次元で
得ることが可能であり、また、被検者と検査者を区別することも可能である。区別方法と
しては、例えば、被検者又は検査者のどちらか一方にマーカーを付けておくことで、被検
者と検査者を区別したり、あるいは、体型情報から検査者と被検者を区別したりする。
【００１５】
　音声情報取得部２ｂは、マイクなどを用いて検査者（例えば、医師などの医療従事者）
や被検者などの音声を検出して音声情報を取得する。この音声情報取得部２ｂは、音声認
識機能を有しており、その音声認識機能により音声を認識することが可能であり、さらに
、検査者と被検者との音声を区別することも可能である。
【００１６】
　人体情報保持部２ｃは、人体情報取得部２ａにより取得された人体情報を保持する。こ
の人体情報保持部２ｃとしては、例えば、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｃ　Ｄｒｉｖｅ）や
ＳＳＤ（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）などの記憶部を用いることが可能である
。
【００１７】
　音声情報保持部２ｄは、音声情報取得部２ｂにより取得された音声情報を保持する。こ
の音声情報保持部２ｄとしては、例えば、ＨＤＤやＳＳＤなどの記憶部を用いることが可
能である。
【００１８】
　検査情報保持部２ｅは、被検者の検査に係る検査情報を規定する検査情報テーブルＴ１
（図２参照）を保持する。この検査情報保持部２ｅとしては、例えば、ＨＤＤやＳＳＤな
どの記憶部を用いることが可能である。なお、検査情報は、疾患を推定するための初期診
断補助情報として機能する。
【００１９】
　図２に示すように、検査情報テーブルＴ１には、例えば、検査法（テスト種）ごとに判
定法が設定されている。一例として、検査法がドロップアームテストである場合には、判
定法がＡ１（動作判定）に設定されており、検査法がシモンズテストである場合には、判
定法がＡ２（動作判定）に設定されており、検査法がアレンテストである場合には、判定
法がＢ１（色判定）に設定されており、検査法が末梢循環不全テストである場合には、判
定法がＢ２（色判定）に設定されている。なお、判定法は、可動域や左右差、負荷テスト
などの判断情報として機能する。
【００２０】
　ドロップアームテストは、肩に激痛がある場合などに用いられ、腱損傷を判定するため
の検査である。このドロップアームテストでは、図３に示すように、被検者Ｍ１の姿勢は
座位であり、検査者Ｍ２は被検者Ｍ１の手首を持って肩関節を９０°外転させ、その後、
被検者Ｍ１の手首から手を離し、被検者Ｍ１に腕をゆっくり下ろすように指示する。この
ときの判定法Ａ１は、腕が一定速度で降りるか否か、あるいは、腕が急に落ちるか否かを
判定するものである。
【００２１】
　シモンズテストは、アキレス腱の断裂を判定する検査である。このシモンズテストでは
、図４に示すように、被検者Ｍ１の姿勢は腹臥位（うつ伏せ）であり、被検者Ｍ１に膝関
節を９０°曲げてもらい、検査者Ｍ２は被検者Ｍ１のふくらはぎの反対側からふくらはぎ
を圧迫する。このときの判定法Ａ２は、足の底屈（上に動く）が見られるか否かを判定す
るものである。
【００２２】
　アレンテストは、橈骨動脈又は尺骨動脈の閉塞の有無を調べる検査である。このアレン
テストでは、図５に示すように、検査者Ｍ２は被検者Ｍ１の手首の動脈部分を３～５秒押
さえて離す。このときの判定法Ｂ１は、手のひらの色が元の色に戻るか否かを判定するも
のである。
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【００２３】
　末梢循環不全テストは、足の動脈又は静脈の閉塞の有無を調べる検査である。この末梢
循環不全テストでは、図６に示すように、検査者Ｍ２は被検者Ｍ１の大腿部を水平状態か
ら６０°にして下腿部を水平にし、１分後に元の状態（下肢が水平となる状態）に戻す。
このときの判定法Ｂ２は、足を元に戻して１０秒以内に足の色が元の色に戻るか否かを判
定するものである。
【００２４】
　図１に戻り、疾患推定部２ｆは、検査情報保持部２ｅに保持された検査情報テーブルＴ
１（図６参照）から、初期診断の検査法（テスト種）に応じた判定法を選択し、その選択
した判定法と、人体情報保持部２ｃにより保持された人体情報に基づいて、被検者の疾患
を推定する。
【００２５】
　ここで、初期診断の検査法は、検査者の音声による入力、あるいは、被検者の人体情報
（例えば、検査時の被検者の位置や体位などの情報）から指定される。例えば、検査者の
音声を用いる場合には、検査者が音声で検査法の名称を言うと、音声情報取得部２ｂによ
り音声情報が取得されて認識され、その音声情報に対応する検査法が指定される。一例と
して、検査者がドロップアームテストと言うと、検査法としてドロップアームテストが指
定される。また、被検者の人体情報を用いる場合には、人体情報取得部２ａにより取得さ
れた人体情報が、被検者が座位で腕を９０°外転させている状態の情報となると、検査法
としてドロップアームテストが指定される。
【００２６】
　疾患推定部２ｆは、前述のように指定された初期診断の検査法を用い、検査情報テーブ
ルＴ１から対応する判定法を選択する。指定された検査法がドロップアームテストである
場合には、検査情報テーブルＴ１から、そのドロップアームテストに対応する判定法Ａ１
を選択し、その判定法Ａ１及び人体情報（動作情報）に基づき、腕が一定速度で降りるか
否か、あるいは、腕が急に落ちるか否かを判断する。腕が一定速度で降りなかったと判断
した場合や腕が急に落ちたと判断した場合には、腱板の損傷や断裂を意味するため、疾患
を腱損傷と推定する。
【００２７】
　また、指定された検査法がシモンズテストである場合には、検査情報テーブルＴ１から
、そのシモンズテストに対応する判定法Ａ２を選択し、その判定法Ａ２及び人体情報（動
作情報）に基づき、足の底屈（上に動く）が見られるか否かを判断する。足の底屈が見ら
れなかったと判断した場合には、アキレス腱の断裂を意味するため、疾患をアキレス腱の
断裂と推定する。
【００２８】
　指定された検査法がアレンテストである場合には、検査情報テーブルＴ１から、そのア
レンテストに対応する判定法Ｂ１を選択し、その判定法Ｂ１及び人体情報（色情報）に基
づき、手のひらの色が元の色に戻るか否かを判断する。手のひらの色が元に戻らなかった
と判断した場合には、動脈に循環不全（可能性も含む）があることを意味するため、疾患
を橈骨動脈又は尺骨動脈の循環不全と推定する。
【００２９】
　指定された検査法が末梢循環不全テストである場合には、検査情報テーブルＴ１から、
その末梢循環不全テストに対応する判定法Ｂ２を選択し、その判定法Ｂ２及び人体情報（
色情報）に基づき、足を元に戻して１０秒以内に足の色が元の色に戻るか否かを判断する
。足の色が元に戻らなかったと判断した場合には、動脈又は静脈に循環不全（可能性も含
む）があることを意味するため、疾患を末梢循環不全と推定する。
【００３０】
　設定情報保持部２ｇは、超音波撮影部３の撮影条件（超音波撮影条件）の設定情報を規
定する設定情報テーブルＴ２（図７参照）を保持する。この設定情報保持部２ｇとしては
、例えば、ＨＤＤやＳＳＤなどの記憶部を用いることが可能である。
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【００３１】
　図７に示すように、設定情報テーブルＴ２には、例えば、疾患ごとに撮影条件の設定情
報が設定されている。一例として、疾患が腱損傷である場合には、設定情報として、モー
ド（動作モード）がＢモード次にＭ（Ｍｏｔｉｏｎ）モードに設定されている。また、疾
患が肩関節障害又はアキレス腱の断裂である場合には、設定情報として、モードがＢモー
ドに、ゲインがａ１に、フォーカスがａ２に、エコーレベルがａ３に設定されている。さ
らに、疾患が橈骨動脈又は尺骨動脈の循環不全である場合には、設定情報として、モード
がカラードプラモードに、ゲインがｂ１に、フォーカスがｂ２に、エコーレベルがｂ３に
設定されている。疾患が末梢循環不全である場合には、設定情報として、モードがカラー
ドプラモード、ゲインがｃ１に、フォーカスがｃ２に、エコーレベルがｃ３に設定されて
いる。
【００３２】
　前述のように、設定情報としては、例えば、モードやゲイン、フォーカス、エコーレベ
ル（全体のエコーレベルや深度ごとのエコーレベル）などがある。これらの情報はデフォ
ルト（初期値）として予め設定されているが、これに限るものではなく、例えば、入力部
などを用いて検査者が個別に各情報を設定することも可能である。
【００３３】
　図１に戻り、設定情報決定部２ｈは、疾患推定部２ｆにより判定された疾患（疾患情報
）に基づき、設定情報保持部２ｇにより保持されている設定情報テーブルＴ２（図７参照
）から撮影条件の設定情報を選択して決定する。なお、設定情報決定部２ｈは、人体情報
保持部２ｃにより保持された人体情報内の体型情報に基づき、選択した撮影条件の設定情
報（例えば、ゲインやフォーカス、エコーレベルなどの設定情報）を調整して補正するこ
とも可能である。
【００３４】
　ここで、例えば、疾患が腱損傷である場合には、設定情報テーブルＴ２から、腱損傷に
対応する設定情報、すなわちモードを最初にＢモードに次いでＭモードにする設定情報を
選択する。なお、疾患が腱損傷である場合には、Ｂモードでの観察を最初に実施して血腫
の確認を行い、次いで、Ｍモードで動きの確認を行う必要がある。このため、モードを最
初にＢモード、そのＢモードによる確認後、次にＭモードというように切り替える必要が
ある。
【００３５】
　また、疾患が肩関節障害又はアキレス腱の断裂である場合には、設定情報テーブルＴ２
から、その肩関節障害又はアキレス腱の断裂に対応する設定情報、すなわち、モードをＢ
モードに、ゲインをａ１に、フォーカスをａ２に、エコーレベルをａ３にする設定情報を
選択する。なお、疾患が肩関節障害又はアキレス腱の断裂である場合には、その対象位置
が体表から５ｃｍ以内のケースがほとんどであるため、事前のゲインやフォーカス、エコ
ーレベル設定が可能である。さらに、被検者（患者）の体型情報に応じて設定情報の微調
整も可能である。
【００３６】
　また、疾患が橈骨動脈又は尺骨動脈の循環不全である場合には、設定情報テーブルＴ２
から、その橈骨動脈又は尺骨動脈の循環不全に対応する設定情報、すなわち、モードをカ
ラードプラモードに、ゲインをｂ１に、フォーカスをｂ２に、エコーレベルをｂ３にする
設定情報を選択する。この疾患が橈骨動脈又は尺骨動脈の循環不全である場合には、血管
疾患に有効なカラードプラモードを用い、血流の状態を確認する必要がある。なお、患者
の体型及び血管深さの依存関係を示す情報は病院や医師によって独自に設定されており、
その患者の体型及び血管深さの関係を示す情報から、ゲインやフォーカス、エコーレベル
を設定することが可能である。さらに、被検者（患者）の体型情報に応じて設定情報の微
調整も可能である。
【００３７】
　また、疾患が末梢循環不全である場合には、設定情報テーブルＴ２から、その末梢循環
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不全に対応する設定情報、すなわちモードをカラードプラモードに、ゲインをｃ１に、フ
ォーカスをｃ２に、エコーレベルをｃ３にする設定情報を選択する。この疾患が末梢循環
不全である場合には、前述と同様、血管疾患に有効なカラードプラモードを用い、血流の
状態を確認する必要がある。なお、前述と同様に、患者の体型及び血管深さの関係を示す
情報から、ゲインやフォーカス、エコーレベルを設定することが可能であり、さらに、患
者の体型（体型情報）に応じて設定情報の微調整も可能である。
【００３８】
　送信部２ｉは、設定情報決定部２ｈにより決定された設定情報を超音波撮影部３に送信
する。この送信部２ｉとしては、無線や有線のネットワークあるいはバスラインなどを介
して通信を行う通信部を用いることが可能である。
【００３９】
　超音波撮影部３は、患者などの被検者に対して超音波の送受信（送受波）を行う超音波
プローブ３ａと、その超音波プローブ３ａが着脱可能に接続される装置本体３ｂとを備え
ている。この超音波撮影部３は、初期診断後に画像を用いて確定診断を行うための確定診
断部として機能する。
【００４０】
　超音波プローブ３ａは、被検者の表面にその先端面を接触させた状態で、超音波の送受
信を行う超音波探触子である。この超音波プローブ３ａは複数の圧電振動子を内蔵してお
り、それらは先端面に二次元的に配列されている。超音波プローブ３ａは、各圧電振動子
により被検者内に超音波を送信してスキャン領域を走査し、被検者からの反射波をエコー
信号として受信する。なお、このスキャンとしては、例えばＢモードスキャンやドプラモ
ードスキャンなど各種のスキャンがある。
【００４１】
　装置本体３ｂは、超音波プローブ３ａに対する駆動信号の送信及び超音波プローブ３ａ
からの反射信号の受信を行う送受信部１１と、反射信号を処理する信号処理部１２と、超
音波画像を生成する画像生成部１３と、各種画像を表示する表示部１４と、各種情報を記
憶する記憶部１５と、検査者などの操作者により入力操作される入力部１６と、初期診断
部２からの情報を受信する受信部１７と、超音波撮影部３の設定を行う設定部１８と、各
部を制御する制御部１９とを内蔵している。
【００４２】
　送受信部１１は、超音波プローブ３ａに超音波を発生させるための駆動信号、すなわち
各圧電振動子に印加する電気パルス信号（励起信号）を生成し、その電気パルス信号を超
音波プローブ３ａに送信する。さらに、送受信部１１は、超音波プローブ３ａからの反射
信号、すなわちエコー信号を受信し、その受信信号に対して整相加算を行い、その整相加
算により取得した信号を信号処理部１２に出力する。
【００４３】
　信号処理部１２は、Ｂモード処理部（あるいはＢｃモード処理部）やドプラモード処理
部、カラードプラモード処理部などを有している（いずれも図示せず）。Ｂモード処理部
は、送受信部１１から供給された受信信号の振幅情報の映像化を行い、Ｂモード信号のデ
ータを生成する。ドプラモード処理部は、送受信部１１から供給された受信信号からドプ
ラ偏移周波数成分を取り出し、さらに、ＦＦＴ（Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓ
ｆｏｒｍ）処理などを施し、血流情報のドプラ信号のデータを生成する。カラードプラモ
ード処理部は、送受信部１１から供給された受信信号に基づいて血流情報の映像化を行い
、カラードプラモード信号のデータを生成する。信号処理部１２は、生成した各種のデー
タを画像生成部１３や制御部１９に出力する。
【００４４】
　なお、確定診断（確定画像診断）では、疾患に応じて使用するモードが異なり、例えば
、疾患が腱損傷や肩関節障害、アキレス腱の断裂、骨折などである場合には、Ｂモードを
用いたり、疾患が血管や血流である場合には、カラードプラモードを用いたりする。また
、Ｂモードやカラードプラモード、さらに、ドプラモードやＭモードなどの各種モードを
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組み合わせて用いたりする。モードの組み合わせとしては、例えば、１番目がＢモードで
、２番目がＭモードで、３番目がカラードプラモードというように組み合わせを行うが、
その組み合わせのモード数やモード順序は特に限定されるものではない。ただし、疾患の
診断に有効となるモードから優先して（優先順位を決めて）組み合わせることが望ましい
。
【００４５】
　画像生成部１３は、信号処理部１２から供給されたデータに基づいてスキャン領域に関
する二次元や三次元の超音波画像を生成する。例えば、画像生成部１３は、供給されたデ
ータからスキャン領域に関するボリュームデータを生成し、その生成したボリュームデー
タからＭＰＲ処理（多断面再構成法）により二次元の超音波画像のデータやボリュームレ
ンダリング処理により三次元の超音波画像のデータを生成する。画像生成部１３は、生成
した二次元や三次元の超音波画像を表示部１４に出力する。なお、超音波画像としては、
例えば、Ｂモード画像やドプラモード画像、カラードプラモード画像、Ｍモード画像など
がある。
【００４６】
　表示部１４は、画像生成部１３により生成された超音波画像や操作画面（例えば、操作
者から各種指示を受け付けるためのＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒ
ｆａｃｅ））などの各種画像を表示する表示装置である。この表示部１４としては、例え
ば、液晶ディスプレイや有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）ディスプ
レイなどを用いることが可能である。
【００４７】
　記憶部１５は、制御部１９が実行するプログラムや画像生成に必要なデータ、超音波画
像などの各種情報を記憶する記憶装置である。この記憶部１５としては、例えば、ＨＤＤ
やＳＳＤなどの記憶部を用いることが可能である。
【００４８】
　入力部１６は、操作者による入力操作を受け付ける操作部であり、例えば、撮像指示や
画像表示、画像の切り替え、モード指定、各種設定などの様々な入力操作を受け付ける。
この入力部１６としては、例えば、ＧＵＩ、あるいは、ボタンやキーボードなどの入力デ
バイスを用いることが可能である。
【００４９】
　受信部１７は、初期診断部２の送信部２ｉにより送信された超音波撮影部３の撮影条件
の設定情報を受信し、その受信した設定情報を設定部１８に送る。この受信部１７として
は、無線や有線のネットワークあるいはバスラインなどを介して通信を行う通信部を用い
ることが可能である。
【００５０】
　設定部１８は、受信部１７により受信された超音波撮影部３の撮影条件の設定情報に基
づき、超音波撮影部３の各部の設定を自動的に行う。例えば、設定情報がモードを最初に
Ｂモードに次いでＭモードにするものである場合には、モードを最初にＢモードに設定し
、そのＢモードによる診断後にＭモードに設定し、モードを自動的に切り替える。また、
設定情報がモードをＢモードに、ゲインをａ１に、フォーカスをａ２に、エコーレベルを
ａ３にするものである場合には、モードをＢモードに設定し、ゲインをａ１に、フォーカ
スをａ２に、エコーレベルをａ３に設定する。このようにして、設定情報に基づき超音波
撮影部３の設定が自動的に行われることになる。なお、この自動設定後、設定モードや設
定値などは、入力部１６に対する操作者の入力操作によって変更することも可能である。
【００５１】
　制御部１９は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
やＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｍｅｍｏｒｙ）などにより構成されており、入力部１６からの入力信号に基づいてプロ
グラムなどを読み出して実行し、各部の制御を行う。例えば、制御部１９は、信号処理部
１２から供給されたデータや所定処理により得られたデータなどを記憶部１５に保存する
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保存制御、さらに、表示部１４に画像を表示させる表示制御などを行う。
【００５２】
　次に、前述の超音波診断装置１の診断処理（初期診断及び確定診断）の流れについて図
８を参照して説明する。ここでは、一例として、検査法（テスト種）としてシモンズテス
トを用いる場合について説明するが、他のテストでも流れは同様である。
【００５３】
　初期診断では、検査者は被検者の疾患を推定するため、被検者の可動域や左右差の診断
、負荷テストなどを行う。初期診断時、検査者は、テスト名称として例えばシモンズテス
トと発声し、そのシモンズテストに対応した所定の姿勢（腹臥位）を検査者に取らせる。
ただし、テスト名称の発声と姿勢の指示の順序は逆でも良く、検査者は先に被検者に所定
の姿勢を取らせてからテストの名称を発声するようにしても良い。
【００５４】
　前述のテスト名称の発声に応じて、図８に示すように、初期診断部２では、その音声情
報が音声情報保持部２ｄにより保持され、シモンズテストが検査法として指定される（ス
テップＳ１）。次いで、疾患推定部２ｆにより、検査法としてシモンズテストが把握され
、そのシモンズテストに対応する判定法が検査情報テーブルＴ１からＡ２と決定される（
ステップＳ２）。
【００５５】
　その後、検査者は被検者に対してシモンズテストを実施するが、このとき、被検者の人
体情報が人体情報取得部２ａにより順次取得され、人体情報保持部２ｃにより順次保持さ
れる。なお、初期診断中、検査者や被検者の人体情報は順次取得され、音声情報は音声の
検出に応じて取得される。
【００５６】
　シモンズテストでは、判定法Ａ２及び人体情報（動作情報）に基づいて疾患が疾患推定
部２ｆにより推定される（ステップＳ３）。すなわち、その判定法Ａ２及び人体情報に基
づき、足の底屈（上に動く）が見られるか否かが判断される。足の底屈が見られなかった
と判断された場合には、疾患がアキレス腱の断裂と推定される。
【００５７】
　次に、推定されたアキレス腱の断裂に対応する超音波撮影部３の撮影条件の設定情報が
設定情報決定部２ｈにより設定情報テーブルＴ２から決定される（ステップＳ４）。すな
わち、アキレス腱の断裂に対応する設定情報として、モードをＢモードに、ゲインをａ１
に、フォーカスをａ２に、エコーレベルをａ３にする設定情報が設定情報テーブルＴ２か
ら選択される。その後、選択された設定情報が送信部２ｉにより超音波撮影部３に送信さ
れる（ステップＳ５）。
【００５８】
　次いで、超音波撮影部３では、初期診断部２から送信された超音波撮影部３の撮影条件
の設定情報が受信部１７により受信され（ステップＳ６）、その設定情報に基づいて超音
波撮影部３の設定が設定部１８により行われ（ステップＳ７）、その設定状態で撮影が可
能となる（ステップＳ８）。すなわち、設定情報がモードをＢモードに、ゲインをａ１に
、フォーカスをａ２に、エコーレベルをａ３にするものであるため、モードがＢモードに
、ゲインがａ１に、フォーカスがａ２に、エコーレベルがａ３に自動で設定され、撮影（
超音波画像の取得）が可能となる。その後、撮影が検査者の所望タイミングで行われ、撮
影された超音波画像が検査者により視認され、被検者の疾患が確定される。
【００５９】
　このような診断処理において、初期診断では、被検者の疾患が疾患推定部２ｆにより自
動的に推定される。すなわち、怪我や病気の初期診断において、検査者は、被検者の可動
域や左右差を診断し、例えば、関節障害や筋損傷、靭帯損傷、骨折、捻挫などの疾患を判
断したり、あるいは、ある姿勢や動作を被検者に一定時間続けさせる負荷テストを行い、
例えば、血管疾患やヘルニアなどの疾患を判断したりするが、この疾患の判断が疾患推定
部２ｆによって自動的に行われることになる。このため、検査者の経験や技量に頼ること
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なく、疾患が推定されるため、初期診断における被検者の疾患の推定が容易となる。これ
により、その推定時間を短縮することが可能となるので、診断効率を向上させることがで
きる。
【００６０】
　さらに、確定診断では、超音波画像の撮影前などに超音波撮影部３の設定を行う必要が
あるが、初期診断部２から送信された超音波撮影部３の撮影条件の設定情報に基づき、超
音波撮影部３の設定が設定部１８によって実行される。このため、超音波撮影部３の設定
が自動的に行われるので、被検者を待たせることなく、初期診断から確定診断への移行を
円滑に行うことが可能となる。これにより、診断効率を向上させることができる。
【００６１】
　以上説明したように、実施形態によれば、疾患推定部２ｆにより初期診断における被検
者の疾患を推定することによって、初期診断における被検者の疾患の推定が自動的に行わ
れるため、その推定が容易となり、推定時間を短縮することが可能となる。さらに、推定
した疾患に応じて超音波撮影部３の撮影条件の設定情報を設定情報決定部２ｈにより決定
し、さらに、決定した撮影条件の設定情報を用いて超音波撮影部３の設定を設定部１８に
より行うことによって、超音波撮影部３の設定が自動的に行われるため、被検者を待たせ
ることなく、初期診断から確定診断への移行を円滑に行うことが可能となる。これらのこ
とから、診断効率を向上させることができる。
【００６２】
　（他の実施形態）
　前述の実施形態においては、人体情報保持部２ｃ、音声情報保持部２ｄ、検査情報保持
部２ｅ及び設定情報保持部２ｇをそれぞれ別体として設けているが、これに限るものでは
なく、例えば、共通の記憶部内に記憶領域として人体情報保持部２ｃや音声情報保持部２
ｄ、検査情報保持部２ｅ及び設定情報保持部２ｇを設けるようにしても良い。
【００６３】
　以上、本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示
したものであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は
、その他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、
種々の省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の
範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含
まれる。
【符号の説明】
【００６４】
　１　　超音波診断装置
　２ａ　人体情報取得部
　２ｂ　音声情報取得部
　２ｃ　検査情報保持部
　２ｆ　疾患推定部
　２ｈ　設定情報決定部
　３　　超音波撮影部
　１８　設定部
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